
○ 全経営体平均（全国）
平成 30 年の組織法人経営体（全国平均）の１経営体当たりの農業粗収益は１億 6,405 万

円となった。 

一方、農業経営費は１億 4,800 万円となった。 

この結果、農業所得は 1,605 万円となった。 

- 1 -



表１ 組織法人経営の経営収支（全国・１経営体当たり） 

   注：１ 農業所得には、構成員に支払われた労務費、人件費等を含む（以下同じ。）。

２ 農業従事者数とは、農業に従事した構成員及び常用雇用者の人数である（以下同じ。）。

３ 集計経営体数の対前年増減率は対前年差である（以下同じ。）。

表２ 水田作経営の経営収支（全国・１経営体当たり） 

   注：水田作作付延べ面積は、稲、麦類、雑穀、いも類、豆類、工芸農作物を水田に作付けた延べ面積である。
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表３ 水田作経営以外の耕種経営の経営収支（全国・１経営体当たり） 

注：１ 作付延べ面積は、畑作経営は稲、麦類、雑穀、いも類、豆類及び工芸農作物を畑に作付けた延べ面積、露地野菜作経営は露地野菜作 

付面積（延べ面積）、施設野菜作経営は施設野菜作付面積（延べ面積）、果樹作経営は果樹植栽面積、露地花き作経営は露地花き作付 

面積（延べ面積）、施設花き作経営は施設花き作付面積（延べ面積）である。

２ 作付延べ面積の単位は、施設野菜作経営及び施設花き作経営は㎡、それ以外はａである。
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 表４ 畜産経営の経営収支（全国・１経営体当たり） 

注：１ 飼養頭羽数は、酪農経営は月平均搾乳牛飼養頭数、繁殖牛経営は繁殖雌牛の月平均飼養頭数、肥育牛経営は肥育牛の月平均飼

養頭数、養豚経営は月平均肥育豚飼養頭数、採卵養鶏経営は月平均採卵鶏飼養羽数、ブロイラー養鶏経営はブロイラー販売羽数 

である。

 ２ 飼養頭羽数の単位は、採卵養鶏経営及びブロイラー養鶏経営は羽、それ以外は頭である。
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